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この編集後記を書いているときは、市場で原油価格が120ド
ルを超え、エネルギー需給の先行き不安が大きいときです。鉄
鋼業では脱炭素化に向けて、電気炉製鉄の重要性は増し、高炉
メーカーでも電気炉の導入をすすめる転換期でもあるこの時
期、今月のテクノスコープは電気炉技術です。電気が高価であ
る日本において、電気炉技術の発展は目覚ましいものがあるこ
とが紹介されています。現在の課題であるスクラップの価格や
品質の変動やゼロカーボン製鉄に向けて、どのような将来を描
いた模索をすればよいか考えるのにはよいタイミングかと思い

ます。
ゼロカーボン製鉄はゼロエネルギー製鉄ではありえなく、水

素、電気などへの転換を意味します。炭材を水素化や電化によ
り転換する研究は、数多く進められている一方で、製鉄に使う
電気をどのように得るかは、消費者である鉄鋼業にとって一大
事なのですが、なかなか答えのない問題です。電炉製鉄へのシ
フトが進む中で、鉄鋼技術者として何ができるのかが、強く問
われる時が来ているようです。
� （S.U.）
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ショットブラスト部品 インペラーユニット

溶湯金属測定消耗型熱電対

クリスタルサーモ

高精度・高品質
JIS 規格品 (JIS-C1602 : 2015)

先端: Ｕ字管(14、25 ｍｍ)
保護管長: 150～1170 mm
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CLASSIC LINE
遊星型ボールミル

▼

容器がセットされる様子。

“NANO領域”PREMIUM LINE P-7.
明日の遊星型ボールミルはこれだ。

ドイツ フリッチュ社製遊星型ボールミル

P-5/4 P-6 P-7

遊星型ボールミルの
パイオニア

P-4

自転公転比率を
意のままに

フリッチュ社の技術で
容器1個で遊星型に

微量の試料を
対象に

●通常の容器、雰囲気制御容器ともボールも含めて次ぎの材質を御使用いただけます。メノー、アルミナ、ジルコニア、チッカ珪
素、ステンレス、クローム、タングステンカーバイト、プラスッチクポリアミド　●容器のサイズ。500, 250, 80, 45, 12cc。　
●乾式のみならず湿式での粉砕が可能。またISO9001, TUEV,  CE等の国際安全基準をクリアー

premium lineと並んで従来どおりの
遊星型ボールミルトリオも併せて
ご提供いたします。

M/A、エネルギー関連材料、機能性セラミックス、環境リサイクル、電気電子材料等の開発に不可欠な

特色
1. 弊社Classic Line P-7と比べて250％の粉砕パワーUP
 自転 : 公転比率 : 1 : －2． MAX 1,100/2,200rpm
 粉砕エネルギー : MAX 94Ｇ（Classic Line P-7では46Ｇ）
2. 容器を本体に内蔵。
外部に飛び出す危険性は皆無に。

3. 容器のサイズは20, 45, 
 80ccの3種類。
 雰囲気制御容器も多数用意。
4. 容器のセット、取り出しも
極めて容易に。

Ｐ-4, Ｐ-5, Ｐ-6, Ｐ-7

CLASSIC LINE 雰囲気制御容器一例

カタログおよび価格表は弊社にお問い合わせください

フリッチュ・ジャパン株式会社 info@fritsch.co.jp　http://www.fritsch.co.jp
本　　　社　〒231-0023 横浜市中区山下町252 Tel（045）641-8550 Fax（045）641-8364
大阪営業所　〒532-0011 大阪市淀川区西中島7-2-7 Tel（06）6390-0520 Fax（06）6390-0521
福岡営業所　〒819-0022 福岡市西区福重5-4-2 Tel（092）707-6131 Fax（092）707-6131

カタログおよび価格表は弊社にお問い合わせください
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■銅ステーブ
最新技術により、循環式熱応力による偏芯量を最小限に抑えた垂直型溝孔構造による
不等辺四角形溝付き水冷構造の銅ステーブを開発しすでに採用済み

■多層式耐摩耗材の挿入
・波形配列の連結方式による挿入も可能
・モース硬度9.4（ダイアモンドのモース硬度は10.0）の焼結細密セラミックによる
二重構造の高耐摩耗鉄扉にも採用可能
・極く僅かの損耗率である超耐摩耗耐火材を使用

KME Special Products社の総販売代理店

KME社製 圧延銅ステーブ

最新技術による耐摩耗方式が搭載されているKME社製銅ステーブ

KME社特許取得済みの最新技術による耐摩耗材が搭載された銅ステーブの特徴
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